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ながおか

だより社協

この社協だよりは、赤い羽根共同募金配分金で発行しています。

〈主な内容〉
P ５　台風 19 号　災害支援 中越から被災地へ！

ボランティアバスを運行しました
P ６　学生ボランティアたちのはじめの一歩
P ８　心を育む社会福祉協力校の取組
P10　 ボラセンだより

ながおか社協 検　索

“ながおか社協”の日常の様子は
HPにて随時更新しています。

【特集】少し先の未来に備える
自分も年を取ったな～
みんなが困らないように、介護
や物忘れが始まったときのこと
を今から考えておこうかな…。

両親に介護が必要に
なったらどうしよう？
仕事は続けられるの
かしら？妹も子育てと
仕事で忙しいし…。

忘れっぽくなってきて、
この先が心配だわ…。
最近は、お金の
出し入れも夫任せだし…。

父：松蔵（70代）
子どもの見守り活動
などボランティアが
生きがい

長女：亀子
市内で一人暮らしを
していたが、母の認
知症が心配で実家に
もどってきた

次女：鶴子
実家に近い松蔵
名義の土地に家
を建てて家族と
暮らす

母：梅子（70代）
軽度の認知症の
診断を受けている

～今後を心配する松蔵さん～
任意後見制度について

（３ページへ）

～亀子さんの将来への不安～
仕事と介護の両立について

（４ページへ）

～梅子さんの認知症が進んだら～
法定後見制度について

（２ページへ）

※登場人物は実在しません。内容も説明のために作成したもので実例ではありません。



～梅子さんの認知症が進んだら～法定後見制度について

法
定
後
見
制
度

　

自
分
ひ
と
り
で
物
事
を
決
め
る

の
が
難
し
か
っ
た
り
、
正
し
い
判

断
が
十
分
に
で
き
な
い
方
の
権
利

を
守
る
制
度
が
、「
法
定
後
見
制
度
」

で
す
。
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
選

ば
れ
た
後
見
人
等
が
財
産
の
管
理

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
契
約
を
行

い
、
本
人
の
権
利
を
守
り
、
生
活

を
支
援
・
保
護
し
ま
す
。

　

法
定
後
見
制
度
に
は
、
本
人
の

判
断
能
力
の
程
度
に
応
じ
て
「
後

見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の
3
つ
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。

梅
子
の
認
知
症
が
す
す
ん
で

き
て
困
っ
た
な
ぁ
。

こ
の
前
は
、
訪
問
販
売
で
必

要
の
な
い
も
の
を
買
い
そ
う

に
な
っ
た
し
！

最
近
は
、
お
金
の
扱
い
も
難

し
い
よ
う
だ
。

梅
子
の
定
期
預
金
を
解
約
し
よ
う
と

思
っ
た
ら
、
銀
行
か
ら
「
後
見
人
で

な
い
と
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。

さ
て
さ
て
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ

ろ
う
か
…
？

相
談
と
支
援
の
流
れ

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

権
利
擁
護
支
援
課

℡
０
２
５
８
－
32
－
７
８
３
３

申
立
人
に
よ
る

家
庭
裁
判
所
へ
申
し
立
て

家
庭
裁
判
所
へ
の
成
年

後
見
申
し
立
て
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

相
談
の
受
付

来
所

電
話
相
談

成
年
後
見
制
度
の
利
用
へ

皆
様
の
心
配
ご
と
を
お
聞
き
し
ま
す
。

権
利
擁
護
⽀
援
課
で
、

ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
等
の
権
利
擁
護
に

関
す
る
相
談
に
、
関
係
機
関
と
連
携 

し
対
応
す
る
身
近
な
相
談
窓
口
で

す
。

活
動
内
容

①
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談

②
成
年
後
見
制
度
の
普
及
と
啓
発

③
法
⼈
後
⾒
の
受
任

④
⽇
常
生
活
自
⽴
支
援
事
業

【特集】少し先の未来に備える
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～今後を心配する松蔵さん～任意後見制度について

自
分
も
高
齢
に
な
っ
て
き
た
。

今
は
お
金
の
管
理
や
生
活
に
必

要
な
手
続
き
が
で
き
る
け
ど
…
。

自
分
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
、

亀
子
に
お
願
い
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
。

⻲⼦

に
は
、
何
か

と
⾯
倒
を
み
て
も

ら
っ
て
世
話
に

な
っ
て
い
る
。

自
分
の
亡
き
あ
と

は
、
自
宅
を
⻲
子

名
義
に
し
た
い
と

思
う
。

鶴
⼦
の
家
の
土
地

は
鶴
子
名
義
に
し

て
や
り
た
い
。

い
つ
ま
で
も
、
み

ん
な
が
仲
良
く
暮

ら
し
て
ほ
し
い
。

ど
の
よ
う
に
準
備

し
た
ら
い
い
の
か

な
あ
…
。

任
意
後
⾒
制
度

　

自
分
に
十
分
な
判
断
能
⼒
が
あ

る
う
ち
に
、
将
来
、
認
知
症
な
ど

に
よ
り
判
断
能
⼒
が
低
下
し
た
場

合
に
備
え
て
お
く
制
度
が
、「
任
意

後
⾒
制
度
」
で
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
自
分
で
選
ん
だ
代

理
人
に
、
代
理
権
を
与
え
る
契
約

（
任
意
後
⾒
契
約
）
を
公
正
証
書
に

よ
っ
て
結
ん
で
お
く
も
の
で
す
。

考えるうえで参考となる
ちょうどいいセミナー
がありますよ！

権利擁護支援課
イメージキャラクター

トモニンくん

成
年
後
見
セ
ミ
ナ
ー

�

in
な
が
お
か
の
ご
案
内

　
任
意
後
見
制
度
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
楽

し
く
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
将
来
の
備
え
と
し

て
興
味
の
あ
る
方
、
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

日　
時　
３
月
７
日
（
土
）
午
後
1
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
午
後
３
時
30
分
ま
で

　
　
　

 　
※
受
付
は
午
後
1
時
か
ら

会　
場　
長
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ト
モ
シ
ア

　
　
　
　
３
階　
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
長
岡
市
表
町
２
－
２
－
２１
）

定　
員　
１
３
０
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費　
無
料

　
　
　
　
※�

駐
車
料
金
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
2
月
10
日(

月
）
か
ら　

　
　
　
　
権
利
擁
護
支
援
課

　
　
　
　
T
E
L　
32
－
７
８
３
３

　
　
　
　
F
A
X　
33
－
６
０
０
４

　
　
　
　
電
話
、
F
A
X
ま
た
は
Q
R
コ
ー
ド
か

　
　
　
　
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
月
～
金 

午
前
8
時
30
分
か
ら

�

午
後
5
時
15
分
ま
で
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

〇
「
任
意
後
見
制
度
に
つ
い
て
」

　
　
講
師　
長
岡
公
証
人
合
同
役
場

　
　
　
　
　
柴
崎　
周
市　
氏

こ
ん
な
人
に
オ
ス
ス
メ
！

　
　
・
将
来
に
備
え
て
情
報
収
集
し
た
い
方

　
　
・
成
年
後
見
？
任
意
後
見
？
聞
い
た
こ
と
は

　
　
　
あ
る
け
れ
ど
も
っ
と
知
り
た
い
。

　
　
・
公
証
人
さ
ん
は
ど
ん
な
仕
事
？
ち
ょ
っ
と

　
　
　
興
味
の
あ
る
方

QR コード

【特集】少し先の未来に備える
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～亀子さんの将来への不安～仕事と介護の両立について

　
仕
事
と
介
護
を
両
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、
職
場
の
両
立
支
援
制
度
や
、
介
護
保
険
制
度
等
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
、
家
族
や
地
域
の
協
力
を
上
手
く
組
み
合
わ
せ
て
、
介
護
を
し
な
が
ら
働
く
た
め
の
体

制
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

大
切
な
の
は
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と

両
親
は
今
は
元
気
で
い
る
け
れ
ど
、

⺟
の
認
知
症
が
進
行
し
、
父
に
も

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
ど
ん

な
生
活
に
な
る
ん
だ
ろ
う
？

今
か
ら
い
ろ
い
ろ
調
べ
て

お
い
た
方
が
よ
い
の
か
な
？

で
も
、
い
っ
た
い
何
を
調
べ
て

お
け
ば
い
い
の~

？

　
職
場
に
「
家
族
等
の
介
護
を
行
っ
て
い
る

こ
と
」
を
伝
え
、
必
要
に
応
じ
て
勤
務
先
の

「
仕
事
と
介
護
の
両
⽴
支
援
制
度
」
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

　

介
護
は
誰
も
が
直
⾯
す
る
可
能
性
が
あ
る

も
の
で
す
。
上
司
や
同
僚
が
知
っ
て
い
れ
ば
、

「
お
互
い
さ
ま
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
協
力
も

得
や
す
く
な
り
ま
す
。

ポイント

1
伝
え
る

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
福
祉
の
専
⾨
職
を
信
頼
し
、
遠

慮
せ
ず
に
な
ん
で
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ポイント

2
相
談
す
る

　

要
介
護
認
定
を
受
け
る
と
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
を
上
手
に
利
用
し
て
、
自
分
で
「
介
護

を
し
す
ぎ
な
い
」
体
制
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

ポイント

3
利
用
す
る

　
介
護
は
い
つ
必
要
に
な
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。「
親
が
ど
ん
な
介
護
を
望
ん
で

い
る
か
」「
配
偶
者
や
兄
弟
と
介
護
の
面
、

費
用
の
面
な
ど
で
ど
ん
な
支
え
合
い
が

で
き
る
か
」
な
ど
介
護
が
は
じ
ま
っ
た

と
き
の
こ
と
を
家
族
と
話
し
合
っ
て
お

く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
方
々
と

良
好
な
関
係
を
築
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
の
時
間
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　
介
護
は
、
い
つ
終
わ
る
か
も
わ
か
り

ま
せ
ん
。「
⾃
分
の
好
き
な
こ
と
を
我
慢

し
な
い
こ
と
」「
介
護
を
深
刻
に
捉
え
す

ぎ
な
い
こ
と
」
が
仕
事
と
介
護
の
両
立

に
は
必
要
で
す
。

ポイント

4
関
係
を
築
く

ポイント

5
自
分
を
大
切
に
す
る

ふ
む
ふ
む
、

協
力
し
て
く
れ

る
人
を
た
く
さ

ん
作
る
こ
と
が

大
事
な
の
ね

【特集】少し先の未来に備える

4



　
昨
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風
19
号
は
、
全
国
各
地
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
中
越
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
長

野
県
や
福
島
県
、
栃
木
県
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
「
お
た
が
い

さ
ま
バ
ス
」
を
運
行
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス

運
行
の
た
め
の
支
援
金
募
集
な
ど
の
支
援
活
動
も
行
い
ま
し

た
。

　
市
内
外
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
家
屋
の
泥
出
し
や

清
掃
、
家
具
の
搬
出
な
ど
の
活
動
を
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
が
少
し
で
も
早
く
、元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
「
中
越
の
力
」 

や
「
思
い
」
を
共
に
被
災
地
へ
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
多
く
の
皆
さ
ま
や
企
業
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
チ
ー
ム
中
越
は
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
に

様
々
な
協
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

♦
活
動
先

　
長
野
県
…
長
野
市
（
４
回
）

　
栃
木
県
…
栃
木
市
（
２
回
）、
佐
野
市
、
鹿
沼
市
（
各
１
回
）

　
福
島
県
…
い
わ
き
市
（
１
回
）

チ
ー
ム
中
越
／
長
岡
協
働
型
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
は
…

長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
長
岡
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
各
種
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
災
害
支
援

を
中
心
と
し
た
協
働
団
体
で
す
。

台
風
19
号

　
　
　

災
害
支
援　
中
越
か
ら
被
災
地
へ
！

　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行
し
ま
し
た

多くの高校生から、街頭募金の活動にご協力いただきました

　

チ
ー
ム
中
越
／
長
岡
協
働
型
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
年
に

数
回
、
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
の
方
も
参
加
が
可
能
で
す
の
で
、
興
味

が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
来
て
み
て
く
だ
さ
い
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

勉
強
会
の
案
内
や

ブ
ロ
グ
等
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

チーム中越
検　索

台風19号　災害支援　中越から被災地へ！
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真田さん

藤田さん

池田さん

山田さん

学生ボランティアの活動紹介
　日本ビジネス公務員専門学校　公務員学科の１年生にインタビューしました！

　・公務員学科の担当教官、柳下先生の思い  体験を通して課題を知り、自分を見つめてほしい 

そんな先生のもとで、学生の皆さんが今までしてきたボランティアは…
・災害支援（おたがいさまバス）　・車イスバスケットボール大会補助
・イベント運営補助（ふれ愛コンサート、えだまめ早食い選手権）　・地域の河川清掃　・学生消防団　
・施設ボランティア（図書館、動物愛護センター、地球広場（国際交流）、戦災資料館）
　その他に学校外のボランティア関連講座も受講しています
　「傾聴講座」「地域の生活サポーター養成講座」「手話初心者講座」「要約筆記初心者講座」

半年間で

こんなに !?

クラスを代表して５名の学生さんにインタビュー！
学校だけでは関わる機会が無かった幅広い年齢
層の人たちと関わることができた。
これから仕事に就いたり、生活したりするうえ
でも良い経験（真田さん）

最初は先生に言われてやっていたけど、活動し
ていくうちに先生の思いがわかってきた。
自分の目で実際に見て、体験して社会を知るこ
とができるってイイ（池田さん）

自分の住んでいる地域でボランティアをした
けど、意外と面白い。
大人と関わりが増えていろんな見方があるこ
とを知り、楽しかった（藤田さん）

将来、自分の住む地域を多くの人に知っても
らえるような仕事や活動をしてみたいと思う
ようになった。
活動をとおして、地域の課題がみえてきた

（山田さん）

〇教室の中で勉強しただけで、社会に出てほしくない
活動を通して、いろんな年代の人と沢山ふれあい、自分の将来を見つめて
ほしい（教室外でのふれあい＝コミュニケーション能力の育成）

〇社会、地域の課題を知ってほしい
　多様な人とふれあう中で自分で考える機会をもってほしい（地域貢献）

柳下先生

生徒たちの将来の夢を叶えるためには、どうしたら良いだろう？

キミたちは次代を担う人になるんだよ

学生ボランティアたちのはじめの一歩

学生ボランティアたちのはじめの一歩
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　ボランティア活動をと
おして、生徒たちの言葉
に重みが出てきました。
活動の中で学ぶことが多
かったのだと思います。
　生徒たちの行動力、活
動に躊躇なく「すっ」と
取り組む勇気に驚かされ
ました。

＜柳下先生のひとこと＞

被害を受けた家の解体を手伝った。歴
史のある家が災害によって一瞬でなく
なってしまう。災害の怖さを知った。

片付けを手伝った家のおばあちゃ
んが笑顔でりんごをくれた。
大変な状況なのに、人に優しくで
きるってすごい。

まだまだ被害が残っているのに
テレビなどの報道で取り上げら
れず、多くの人が現状を知らな
いという事実がある。

思っていたより災害支援に
行くボランティアの年齢層
が高く、もっと若い力が必
要とされていると感じた。
人手が足りていないと思っ
た。

被災した家の方は休まず片付けをし
ているのに、休憩時に座る場所を用
意してくれた。そんな優しく強い姿
を見て、自分が逆の立場ならできる
か考えさせられた。

参加する学生の割合が少ない。
高校生や大学生、専門学校生に
も、もっと参加してほしいと
思った。

＼インタビューした皆さんは、全員が「おたがいさまバス」に参加！／

「仲間がいたから一歩を踏み出し、参加できた」
「自分にできる・興味があるボランティアに、自分から参加
しようと思うようになった」

佐藤さん

皆さんからの共通した言葉は…

災害支援の「おたがいさまバス」では、初対面の人とのチームワー
クや絆が大事。
被災した方からの「ありがとう」の言葉がうれしかった。
活動を通して大事なことを学ばせてもらっていると感じる（佐藤さん）

ボランティアって楽しいぞ！

学生たちの災害支援
「おたがいさまバス」
　参加日記

学生ボランティアたちのはじめの一歩
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皆
さ
ま
か
ら
心
あ
た
た
ま
る
た
く
さ
ん
の
寄
附
金
品
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
い
た
だ
き
ま
し
た
金
品
は
、
社
会
福

祉
の
た
め
、
有
効
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

（
令
和
元
年
９
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
12
月
31
日
ま
で　
敬
称
略
）

月・日　
氏
名
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
品
名・金
額　

︿
本
部
事
務
局
﹀

９・13　
新
潟
県
立
長
岡
向
陵
高
等
学
校（
福
祉
委
員
会
）

　
　
　
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
七
、三
二
〇
円

10・
１　
長
岡
長
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
��
�
�
一
一
八
、三
九
七
円

10・18　
小
野
寺　
キ
ミ
ヱ
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
七
、八
三
二
円

10・20　
長
岡
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
��
�
�
�
�
�
拡
声
器
一
式

10・24　
長
岡
市
立
前
川
小
学
校　
３
年
生
��
�
�
二
四
、三
〇
〇
円

10・24　
か
お
り
庵
株
式
会
社
��
�
�
�
�
�
�
�
四
五
、〇
〇
〇
円

10・24　
長
岡
図
書
館
友
の
会
��
�
�
�
�
�
�
�
�
三
、六
四
〇
円

10・28　
長
岡
め
だ
か
の
学
校「
う
る
め
っ
子
学
園
」��
三
、二
〇
〇
円

11・
１　
桧
葉
の
会
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
二
、〇
〇
〇
円

11・
６　
小
林　
隆
子
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
一
、〇
〇
〇
円

11・
８　
長
岡
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
��
�
�
�
五
二
、九
一
八
円

11・13　
長
岡
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会　
教
会
学
校
��
�
五
、〇
〇
〇
円

11・13　
長
岡
婦
人
水
泳
ク
ラ
ブ
��
�
�
�
�
�
�
一
二
、五
六
四
円

11・13　
黒
条
陶
芸
サ
ー
ク
ル
��
�
�
�
�
�
�
�
�
七
、八
三
〇
円

11・29　
第
四
銀
行　
長
岡
営
業
部　
四
交
会
��
四
〇
一
、一
六
一
円

12・
２　
株
式
会
社
夢
グ
ル
ー
プ　
代
表
取
締
役　
石
田
重
廣

　
　
　
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
一
三
、三
七
〇
円

12・
２　
新
潟
い
な
ほ
の
会-

発
達
障
害
児
者
親
の
会
�一
〇
、〇
〇
〇
円

12・
４　
草
生
津
2
丁
目
2
班
��
�
�
�
�
�
�
一
三
九
、三
〇
四
円

12・12　
（
宗
）真
如
苑　
長
岡
支
部
��
�
�
�
�
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

12・12　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス　
あ
じ
さ
い
��
�
�
�
�
七
、八
一
〇
円

12・13　
宗
教
法
人
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合　
長
岡
家
庭
教
会

　
　
　
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
三
〇
、〇
〇
〇
円

12・16　
ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン（
株
）長
岡
工
場
�一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

12・17　
長
岡
音
声
訳
の
会
��
�
�
�
�
�
�
�
�
一
三
、一
五
八
円

12・26　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
長
岡
第
１
団
��
�
�
�
六
八
、八
六
五
円

︿
中
之
島
支
所
﹀

10・31　
株
式
会
社
第
四
北
越
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根　
一
〇
〇
球

12・10　
中
之
島
県
央
ラ
ジ
コ
ン
ク
ラ
ブ
��
�
�
�
二
〇
、〇
〇
〇
円

12・17　
匿
名
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
五
〇
、〇
〇
〇
円

︿
越
路
支
所
﹀

10・17　
西
脇　
功
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
五
〇
、〇
〇
〇
円

10・25　
越
路
民
謡
協
会　
会
長　
桑
原
久
男
��
�
一
五
、二
四
〇
円

12・11　
髙
澤　
美
智
子
��
�
�
�
�
�
�
�
�
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

︿
三
島
支
所
﹀

10・
４　
関
原
ま
つ
り
実
行
委
員
会
��
�
�
�
�
�
二
三
、〇
〇
〇
円

12・2　
三
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
��
�
�
�
一
〇
、一
〇
〇
円

12・25　
新
保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
��
�
�
一
九
、五
〇
〇
円

︿
山
古
志
支
所
﹀

10・15　

(

有)

山
古
志
自
動
車
�
�
�
�
�
�
�
�
�
一
〇
、一
一
九
円

︿
小
国
支
所
﹀

11・28　
山
田　
徹
夫
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
一
〇
、〇
〇
〇
円

12・
４　
老
人
ク
ラ
ブ
手
芸
教
室
��
�
�
�
�
�
�
�
三
、〇
〇
〇
円

︿
和
島
支
所
﹀

10・21　
山
﨑　
正
義
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
五
、〇
〇
〇
円

12・13　
山
﨑　
正
義
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
五
、〇
〇
〇
円

︿
栃
尾
支
所
﹀

11・18　
お
り
な
す
Ｇ･

Ｇ
大
会
実
行
委
員
会　
代
表　
佐
藤　
認

　
　
　
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
三
二
、二
一
〇
円

12・
２　
栃
堀
歌
声
ク
ラ
ブ　
代
表　
仲
野
彦
一
��
三
五
、八
四
一
円

12・
２　
栃
尾
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化
祭
実
行
委
員
会
�八
九
、二
四
五
円

12・10　
匿
名
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
五
〇
、〇
〇
〇
円

12・11　
匿
名
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
一
、〇
〇
〇
円

12・26　
旧
栃
尾
市
金
物
組
合
�
�
�
�
�
�
�
�
�
二
一
、四
五
一
円

た
く
さ
ん
の
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
皆
さ
ま
か
ら
の
善
意
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
も
し
び
は　
や
さ
し
い
あ
な
た
の
心
か
ら

心
こころ

を育
はぐく

む社
し ゃ

会
か い

福
ふ く

祉
し

 協
きょう

力
りょく

校
こ う

の取
と り く み

組
温
か
い
地
域
に
見
守
ら
れ
て

長
岡
市
立
太
田
小
学
校

　
太
田
小
学
校
は
、
蓬
平
温
泉
の
近
く
に
あ

る
小
規
模
の
学
校
で
す
。
豊
か
な
自
然
と
温

か
い
地
域
の
皆
様
に
囲
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
は
の
び
の
び
と
様
々
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
１
学
期
の
資
源
回
収
で
は
、
保
護
者
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
地
域
を
回
り
、
重
い
新

聞
の
束
を
力
を
合
わ
せ
て
車
に
積
み
込
み

ま
し
た
。
各
家
庭
に
元
気
よ
く
挨
拶
を
行

い
、
温
か
い
励
ま
し
の
声
を
い
た
だ
き
な
が

ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
花
い
っ
ぱ
い
運
動

で
は
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
球
根
や
苗
を

植
え
、
会
話
も
弾
み
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

２
学
期
は
、
学
校
田
の
お
米
「
太
田
の
星
つ

ぶ
」
を
各
家
庭
に
直
接
お
届
け
し
て
皆
様
に

喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
活
動
を
す
る
と
、

必
ず
そ
こ
に
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
会
話
が
生

ま
れ
ま
す
。
温

か
い
言
葉
を
か

け
て
も
ら
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
、

温
か
い
心
で
人

に
接
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

思
い
や
り
の
バ

ト
ン
が
ど
ん
ど

ん
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

みんなで協力して行った資源回収

西
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

長
岡
市
立
西
中
学
校

　
西
中
で
は
、
生
徒
が
自
ら
積
極
的
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
、
地
域
に
暮
ら
す

様
々
な
人
々
へ
の
深
い
思
い
や
り
を
持
っ
て

接
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
１
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
長
岡
療

育
園
を
毎
年
訪
問
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
12

月
で
28
年
目
と
な
り
、
定
着
し
て
き
て
い
ま

す
。
一
緒
に
歌
を
歌
い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。
事
前
指
導
と
し
て
、
施
設

の
概
要
を
説
明
し
、
交
流
に
参
加
し
た
経
験

の
あ
る
生
徒
か
ら
交
流
の
様
子
を
話
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
活
動
し
て
み
る
と
、
反
応
を
み
と

り
に
く
い
方
へ
声
を
か
け
ら
れ
な
い
場
面
も

あ
り
ま
す
が
、
職
員
の
方
た
ち
に
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
た
だ
き
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
活

動
後
の
感
想
で
は
、「
入
所
者
の
方
が
喜
ん

で
く
れ
て
い
る
の
が
分
か
っ
て
よ
か
っ
た
」

や
「
一
緒
に
活

動
し
て
楽
し

か
っ
た
」
と

い
う
声
も
聞
か

れ
ま
す
。
ま
た
、

困
難
を
抱
え
な

が
ら
も
一
生
懸

命
に
生
活
し
て

い
る
方
が
い
る

こ
と
に
気
付
く

き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
。

一緒にレクリエーション活動

心を育む社会福祉協力校の取組
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皆
さ
ま
か
ら
心
あ
た
た
ま
る
た
く
さ
ん
の
寄
附
金
品
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
い
た
だ
き
ま
し
た
金
品
は
、
社
会
福

祉
の
た
め
、
有
効
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

（
令
和
元
年
９
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
12
月
31
日
ま
で　
敬
称
略
）

月・日　
氏
名
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
品
名・金
額　

︿
本
部
事
務
局
﹀

９・13　
新
潟
県
立
長
岡
向
陵
高
等
学
校（
福
祉
委
員
会
）

　
　
　
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
七
、三
二
〇
円

10・
１　
長
岡
長
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
��
�
�
一
一
八
、三
九
七
円

10・18　
小
野
寺　
キ
ミ
ヱ
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
七
、八
三
二
円

10・20　
長
岡
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
��
�
�
�
�
�
拡
声
器
一
式

10・24　
長
岡
市
立
前
川
小
学
校　
３
年
生
��
�
�
二
四
、三
〇
〇
円

10・24　
か
お
り
庵
株
式
会
社
��
�
�
�
�
�
�
�
四
五
、〇
〇
〇
円

10・24　
長
岡
図
書
館
友
の
会
��
�
�
�
�
�
�
�
�
三
、六
四
〇
円

10・28　
長
岡
め
だ
か
の
学
校「
う
る
め
っ
子
学
園
」��
三
、二
〇
〇
円

11・
１　
桧
葉
の
会
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
二
、〇
〇
〇
円

11・
６　
小
林　
隆
子
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
一
、〇
〇
〇
円

11・
８　
長
岡
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
��
�
�
�
五
二
、九
一
八
円

11・13　
長
岡
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会　
教
会
学
校
��
�
五
、〇
〇
〇
円

11・13　
長
岡
婦
人
水
泳
ク
ラ
ブ
��
�
�
�
�
�
�
一
二
、五
六
四
円

11・13　
黒
条
陶
芸
サ
ー
ク
ル
��
�
�
�
�
�
�
�
�
七
、八
三
〇
円

11・29　
第
四
銀
行　
長
岡
営
業
部　
四
交
会
��
四
〇
一
、一
六
一
円

12・
２　
株
式
会
社
夢
グ
ル
ー
プ　
代
表
取
締
役　
石
田
重
廣

　
　
　
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
一
三
、三
七
〇
円

12・
２　
新
潟
い
な
ほ
の
会-

発
達
障
害
児
者
親
の
会
�一
〇
、〇
〇
〇
円

12・
４　
草
生
津
2
丁
目
2
班
��
�
�
�
�
�
�
一
三
九
、三
〇
四
円

12・12　
（
宗
）真
如
苑　
長
岡
支
部
��
�
�
�
�
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

12・12　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス　
あ
じ
さ
い
��
�
�
�
�
七
、八
一
〇
円

12・13　
宗
教
法
人
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合　
長
岡
家
庭
教
会

　
　
　
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
三
〇
、〇
〇
〇
円

12・16　
ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン（
株
）長
岡
工
場
�一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

12・17　
長
岡
音
声
訳
の
会
��
�
�
�
�
�
�
�
�
一
三
、一
五
八
円

12・26　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
長
岡
第
１
団
��
�
�
�
六
八
、八
六
五
円

︿
中
之
島
支
所
﹀

10・31　
株
式
会
社
第
四
北
越
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根　
一
〇
〇
球

12・10　
中
之
島
県
央
ラ
ジ
コ
ン
ク
ラ
ブ
��
�
�
�
二
〇
、〇
〇
〇
円

12・17　
匿
名
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
五
〇
、〇
〇
〇
円

︿
越
路
支
所
﹀

10・17　
西
脇　
功
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
五
〇
、〇
〇
〇
円

10・25　
越
路
民
謡
協
会　
会
長　
桑
原
久
男
��
�
一
五
、二
四
〇
円

12・11　
髙
澤　
美
智
子
��
�
�
�
�
�
�
�
�
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

︿
三
島
支
所
﹀

10・
４　
関
原
ま
つ
り
実
行
委
員
会
��
�
�
�
�
�
二
三
、〇
〇
〇
円

12・2　
三
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
��
�
�
�
一
〇
、一
〇
〇
円

12・25　
新
保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
��
�
�
一
九
、五
〇
〇
円

︿
山
古
志
支
所
﹀

10・15　

(

有)

山
古
志
自
動
車
�
�
�
�
�
�
�
�
�
一
〇
、一
一
九
円

︿
小
国
支
所
﹀

11・28　
山
田　
徹
夫
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
一
〇
、〇
〇
〇
円

12・
４　
老
人
ク
ラ
ブ
手
芸
教
室
��
�
�
�
�
�
�
�
三
、〇
〇
〇
円

︿
和
島
支
所
﹀

10・21　
山
﨑　
正
義
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
五
、〇
〇
〇
円

12・13　
山
﨑　
正
義
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
五
、〇
〇
〇
円

︿
栃
尾
支
所
﹀

11・18　
お
り
な
す
Ｇ･

Ｇ
大
会
実
行
委
員
会　
代
表　
佐
藤　
認

　
　
　
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
三
二
、二
一
〇
円

12・
２　
栃
堀
歌
声
ク
ラ
ブ　
代
表　
仲
野
彦
一
��
三
五
、八
四
一
円

12・
２　
栃
尾
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化
祭
実
行
委
員
会
�八
九
、二
四
五
円

12・10　
匿
名
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
五
〇
、〇
〇
〇
円

12・11　
匿
名
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
一
、〇
〇
〇
円

12・26　
旧
栃
尾
市
金
物
組
合
�
�
�
�
�
�
�
�
�
二
一
、四
五
一
円

た
く
さ
ん
の
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
皆
さ
ま
か
ら
の
善
意
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

心
こころ

を育
はぐく

む社
し ゃ

会
か い

福
ふ く

祉
し

 協
きょう

力
りょく

校
こ う

の取
と り く み

組

長岡市立前川小学校３年生より、
ご寄附をいただきました

交
流
を
通
し
て
世
界
を
広
げ
よ
う

長
岡
市
立
総
合
支
援
学
校

　
小
学
部
で
は
、
青
葉
台
小
学
校
と
の
交
流

会
を
年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
に
青
葉

台
小
学
校
の
５
年
生
が
来
校
し
、
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
互
い
に
緊
張
し
て
い
る
様
子
で
し

た
が
、
朝
の
運
動
を
通
し
て
打
ち
解
け
て
い

く
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
競
い
合
う
よ
う

に
走
る
姿
、「
が
ん
ば
れ
！
」
の
応
援
に
笑

顔
を
見
せ
る
姿
…
…
次
第
に
本
校
の
児
童
が

友
達
を
受
け
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
学
級
ご
と
の
遊
び
で
は
、
自
分

か
ら
友
達
に
近
づ
い
た
り
、
友
達
の
呼
ぶ
声

に
応
じ
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
青

葉
台
小
学
校
の
５
年
生
は
、
初
回
の
交
流
を

元
に
自
分
た
ち
で
２
回
目
の
遊
び
を
考
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　
９
月
の
交
流
会
で
は
、
工
夫
さ
れ
た
遊
び

に
本
校
の
児
童
は
と
て
も
喜
び
、
帰
り
際
は

お
互
い
の
姿
が

見
え
な
く
な
る

ま
で
手
を
振
り

あ
っ
て
い
ま
し

た
。

　
今
後
も
い
ろ

ん
な
友
達
と
触

れ
合
い
、
自
分

の
世
界
を
さ
ら

に
広
げ
て
い
け

る
よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
。

みんなでリトミック

地
域
と
の
関
わ
り
を
通
し
て

新
潟
県
立
長
岡
大
手
高
等
学
校

　
長
岡
大
手
高
校
家
政
科
は
、
地
域
の
施
設

等
へ
実
習
授
業
を
お
願
い
す
る
機
会
が
多
く
、

地
域
社
会
が
貴
重
な
学
び
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
中
で
も
保
育
園
訪
問
は
、
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
人
気
の
高
い
実
習
の
一
つ
で
す
。

そ
の
実
習
先
で
あ
る
２
つ
の
園
に
、
毎
年
生

徒
た
ち
が
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
伺
っ

て
い
ま
す
。

　
１
つ
は
認
定
こ
ど
も
園
東
部
保
育
園
で
の

運
動
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
会
場
作
り
や

片
付
け
、
園
児
の
誘
導
な
ど
の
お
手
伝
い
を

通
し
て
、
地
域
社
会
の
見
守
り
が
子
ど
も
を

育
む
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
東
部
川
崎
保
育
園
で
の
夏
休
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
保
育
士
の
目
線
で
一

日
の
保
育
活
動
を
捉
え
、
園
児
と
の
関
わ
り

方
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
地
域
を
知
り
、
地

域
に
育
ま
れ
、

い
ず
れ
は
育
む

人
と
な
る
こ
と

を
願
い
、
こ
れ

か
ら
も
保
育
園

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

玉入れのお手伝い

心を育む社会福祉協力校の取組
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○申込み・問い合わせ・相談は、長岡市ボランティアセンターまでお願いします。
〒940-0071　長岡市表町２丁目２-21 長岡市社会福祉センタートモシア内 
電話：９４-５５８８　FAX：３２-５２１０

昨年の様子を
ちょっと拝見♪

地域福祉を学ぶ 手話体験 高齢者施設訪問

長岡市
ボランティアセンター
イメージキャラクター

トモセくん

ボランティアに役立つ傾聴講座
　傾聴の基礎を学んでみませんか。「傾聴とは？」相手の心に寄り添って話しを聴くことです。
　ボランティア活動に生かせるだけでなく、地域や家庭でも「傾聴」は役に立ちます。
　お申し込みはお早目にどうぞ。
　ボランティア大学傾聴講座　　　　毎回金曜日 13：30～ 16：00

開  催  日 会　　場 内　　容
４月24日 長岡市社会福祉センター

トモシア３階
多目的ホール

・傾聴の基礎「より良いコミュニケーションの取り方」
・傾聴活動について
・高齢者、認知症理解

５月１日
５月15日

受講料 300円、全３回講座　締切４月17日(金)まで　定員 30人になり次第締切り

基 礎 講 座
　ボランティアに興味のある方、ボランティア活動を始めたい方、どなたでもどうぞ！
　活動の基礎を知り、体験等を通して自分に合ったボランティアを一緒に探しませんか。
　どんな活動があるの？ 地域で活動するには？ などのギモン にお答えします。
　ボランティア大学基礎講座　　　　毎回木曜日 13：30～ 15：30

開　催　日 会　　場 内　　容
５月 14日、21日

長岡市社会福祉センター
トモシア 3 階
多目的ホール

・ボランティアの基礎知識や心構え
・地域福祉の現状
・高齢者、障害者福祉について
・手話などの技術系ボランティア体験
・市内のボランティア活動について　など

６月 ４日、18日
７月 ２日、９日、16日、30日
８月 20日、27日
９月 ３日、10日

受講料 1,000円、全12回講座　締切 ５月７日(木)まで　定員 30人になり次第締切り

令和２年度 ボランティア大学 受講生募集

上記２講座の申込みは講座名、名前、住所、電話番号、年代を記入し、下記連絡先まで、ハガ
キまたは FAXでお申し込みください。また、QRコードからも申し込みいただけます。

QR コード

QR コード

ボラセンだより
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すこやか・ともしびまつり
サテライト会場 (9/28、29)
高齢者疑似体験や縁日コーナーに
は、大勢の皆さんから来場いただ
きました。

長岡市社会福祉センタートモシアでは、年間を通じ様々なイベントを行っています。
各種ボランティア講座や毎月開催の「お楽しみライブ」など、今後も社協だよりや HP などで
お知らせします。問い合わせ、申込みは、長岡市ボランティアセンターまでお願いします。

トモシア文化祭 (11/1)
講演や施設利用団体の発表、
カフェの特別メニュー販売
もあり、賑やかな 1 日でし
た。

トモシアクリスマス
ファミリーコンサート (12/22)

バイオリンやギターの演奏、男声合唱、お楽し
みライブでおなじみの紙芝居、マジックなど、
皆さんが楽しめるコンサートを開きました。

おもちゃドクター
養成講座 (11/23、24)

2 日間の講習を受け、24 人のドクター
が誕生しました。おもちゃ病院での活
躍を期待しています！

ながおか市民協働センターからのお知らせ　アクティブシニアのための地域デビュー講座
日時：３月９日(月)１３：３０～１６：３０　　会場：アオーレ長岡西棟３階B・Cホール

講演会講師：碓井真史氏（新潟青陵大学大学院教授）
基調講演

「キラキラ輝き続ける人生のために
：心理学からのヒント」
（先着 50 名、要申込）

＜講演会＞１３：３０～１４：４５
＜活動紹介＞１５：００～　
＜相 談 会＞１５：４５～自由参加です

ボランティアに関する相談（活動についての問い合わせ・活動 PR・ 
助成金についてなど）は、長岡市ボランティアセンターにお問い合
わせください。

申込み・問い合わせ先
ながおか市民協働センター　　
電話：39-2020　FAX：39-2900

長岡市社会福祉センター
トモシア開催
イベント・講座

ボラセンだより
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 認知症の方やその家族の無料相談
　「新潟県認知症コールセンター」では、認知症の人やその家族の
悩みごとや心配ごとの相談を無料で応じています。
●相談日…毎週月～金曜日　※祝日、年末年始を除く
●相談時間…９：00 ～ 17：00

〈問合わせ〉
　TEL：０２５-２８１-２７８３
　新潟県認知症コールセンター（新潟県社会福祉協議会内）
　新潟市中央区上所 ２-２-２　新潟ユニゾンプラザ３階

お山の家〈２月～３月催し予定表〉
●２月 16日（日曜日）　10：30～ 15：00
　　　　　　　「春呼ぶデュエットまつり」
●３月 14日（土曜日）　10：30～ 15：00
　　　　　　　「お山に春がやって来る」

　老人福祉センターお山の家 長岡市悠久町 1-192-11 TEL・FAX33-7448
　※定休日　毎週木曜日、年末年始

 ふれあい福祉総合相談所
　日常の心配ごとや悩みごとの相談は、左記の「問い合わせ先」へお願
いします。（※長岡地域は本部事務局権利擁護支援課へ）
※秘密・プライバシーは固く守られますので、安心してご相談ください。

●一般相談
日時（祝日及び 12 月 28 日〜 1 月 4 日までを除く）

長　岡 毎週月・水・金曜日　13：00 〜 16：00　※一般相談員対応
毎週火・木曜日　　　13：00 〜 16：00　※職員で対応

中之島　越　路
三　島　山古志
小　国　和　島
寺　泊　栃　尾
与　板　川　口

毎週月〜金曜日　9：00 〜 12：00　13：00 〜 16：00
※職員で対応しておりますので、来所される前にご連絡ください。

●法律相談（予約制）
日時（祝日及び 12 月 28 日〜 1 月 4 日までを除く）

長　岡 毎週火曜日　13：00 〜 16：00　　※弁護士対応

【問い合わせ先】長岡市社会福祉協議会　市外局番（0258）

●本部事務局
長岡市社会福祉センタートモシア

【所在地】〒 940-0071　長岡市表町 2 丁目 2 番地 21
※長岡駅大手口から徒歩約 10 分

　総　　　務　　　課　TEL 32-1442  FAX 33-6004
　地　域　福　祉　課　TEL 33-6000  FAX 33-6004
　権 利 擁 護 支 援 課　TEL 32-7833  FAX 33-6004
　ボランティアセンター　TEL 94-5588  FAX 32-5210
　（トモシア）貸室専用　TEL 32-5200  FAX 32-5210

●介護サービス課　TEL 39-2247  FAX 31-8830
　長岡市水道町 3 丁目 5 番 30 号
●中之島支所　TEL 66-0688  FAX 66-0689
　長岡市中野中甲 1666 番地 2　サンパルコなかのしま内
●越路支所　TEL 92-4656  FAX 92-4924
　長岡市来迎寺 3697 番地　越路総合福祉センター内
●三島支所　TEL 42-3760  FAX 42-3761
　長岡市上岩井 1261 番地 1　長岡市三島支所内
●山古志支所　TEL 41-1180  FAX 59-2081
　長岡市山古志虫亀 219 番地 2　山古志地域福祉センターなごみ苑内
●小国支所　TEL 95-2027  FAX 95-2591
　長岡市小国町新町 304 番地 1　おぐにコミュニティセンター内
●和島支所　TEL 74-2911  FAX 74-2912
　長岡市小島谷 3560 番地 1　高齢者コミュニティセンターゆきわり荘内
●寺泊支所　TEL 75-2368  FAX 75-2945
　長岡市寺泊金山 170 番地 3　老人憩いの家 夕映荘内
●栃尾支所　TEL 52-5895  FAX 53-2263
　長岡市新栄町 2 丁目 2 番 23 号　栃尾保健福祉センター内
●与板支所　TEL 72-4714  FAX 72-4712
　長岡市与板町本与板 2380 番地 1　志保の里荘内
●川口支所　TEL 89-3117  FAX 81-5020
　長岡市西川口 1168 番地　高齢者生活支援ハウス川口ぬくもり荘内

情報コーナー

情報コーナー

発
行

 福祉のカフェりらん

ほっとタピオカ大好評！！
ミルクティー、抹茶オレ、ほうじ茶オレの 3 種類があります。
ホットのため、タピオカのもちもち感が長く楽しめます。

準職員募集
〈本部事務局介護サービス課：長岡地域〉
訪問介護員（常勤・パート）

〈栃尾支所〉
訪問介護員（パート）

〈川口支所〉
介護支援専門員（常勤）
事務職員（パート）

★�詳しくは介護サービス課または各支所へ
問い合わせください。

　アオーレ長岡で、市内の障害者施設等が
共同で運営しているカフェです。各施設で
作っているパンやお菓子だけでなく、オリ
ジナルのブレンドコーヒーや季節ごとの飲
み物を用意しています。

＜営 業 日＞月～金曜日　※祝日休業
＜営業時間＞11：30 ～ 14：00（月・木曜日）
　　　　　　11：30 ～ 15：30（火・水・金曜日）
＜場　　所＞シティホールプラザ「アオーレ長岡」
　　　　　　西棟１階ホワイエ内
　　　　　　（長岡市大手通１-４-10）


